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－ ｢動く紙おもちゃ作り｣の教材化と意識の調査 － 

 

The class that fused designs on-demand and the bidirectional remote class 
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 親と子どもが一緒になって学ぶ体験学習型のコミュニケーション・プログラムにおいては，子ども

の身近な物から，いかに興味関心をもつ教材を選ぶかが，プログラム作成の視点である．この点から 

「動く紙おもちゃづくり」は，親子のコミュニケーション・プログラムへの展開が期待される．特に，

最近，親子が共同して物を創り，完成の喜び，お互いの関係を確かめる活動が少なくなっており，こ

れらの補助教材としての利用についても研究を進めた．このためには，共同作成のプロセスを観察し，

行動を記録・分析および親子の興味，関心などの基本の調査が必要である．また，このような活動を

教育として適用するためには，活動についての親子の状況を調査し，親子の共同学習として，どのよ

うな指導方法，展開をさせるか検討する必要がある．そこで，この｢動く紙おもちゃ作り｣の教材化と

意識の調査を行ったので報告する． 
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1． はじめに 

2009年10月11日(日)に本学で遊童館館長水

野政雄氏による「動く紙おもちゃづくり」親子

教室を開催した． 

第一部では，水野政雄氏の「動く紙おもちゃ

作り制作」の過程を，主会場の他にマルチアン

グルから動画撮影を行い，沖縄に配信すること

により，遠隔教室を開催した． 

第二部では，小学校や幼稚園の教員や教員を

目指す高校生を対象に，“「動く紙おもちゃづく

り」を学ぶ”と題して，紙おもちゃの教育への

導入について説明をした．また，この様子を，

沖縄にマルチアングルで動画配信し，沖縄会場

でも同様の教室を開催した． 

ここでは，第二部の教室で，小学校や幼稚園

の教員や教員を目指す高校生を対象にアンケー

トを実施したので，このアンケート結果の分析

と今後の課題について報告する． 

 

２．｢動く紙おもちゃづくり｣親子教室 

 「動くおもちゃづくり」親子教室は，親子が

参加でき，また，「動くおもちゃづくり」は，親

と子どもが家でも一緒に遊ぶことができる教材 

 

 

である． この「動く紙おもちゃづくり」親子教

室を，岐阜，沖縄に映像を本大学の遠隔システ

ムによって配信し，親子教室を実践した． 

この「動く紙おもちゃづくり」親子教室は，

多くの教材について考えられ，教員養成課程に

おける教材開発で学生がもつべき基本的な参考

資料になると考えられる．特に，学生に教材開

発の視点として，最も基本的な素材から作成す

ることを学習させるべきである． 

 また「動く紙おもちゃづくり」が，これまで

の教師と学習者の関係から，親子のコミュニケ

ーション・プログラムへの展開が期待される．

特に，最近，親子が共同して物を創り，完成の

喜び，お互いの関係を確かめる活動が少なくな

っており，これらの補助教材としての利用につ

いても研究を進める必要がある．このためには，

共同作成のプロセスを観察し，行動を記録・分

析および親子の興味，関心などの基本の調査が

必要である．また，このような活動を教育とし

て適用するためには，活動についての親子の状

況を調査し，教員養成の教材として，どのよう

な指導方法，展開をさせるか検討する必要があ
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る． 

 

３．コミュニケーション・プログラム 

コミュニケーションの定義としては，広辞苑

には「社会生活を営む人間の間に行われる知

覚・感情・思考の伝達」とある．また，「人間同

士が，言語・非言語を通して知識・感情．意思

を伝達し合う相互作用」という定義もある．コ

ミュニケーションにおいて，「表現する」という

のは欠かせない行為であり，「表現する」が故に

相手に伝えることもでき，何かを訴えることが

できる．現代ほど多種多様なコミュニケーショ

ンツールが溢れた時代はない．電話・ＦＡＸな

どリアル・コミュニケーションはもとより，放

送・ビデオ・メールなどのバーチャル・コミュ

ニケーションも，花盛りである．しかし，それ

で社会や人間関係が豊かになったかというと全

くその逆で，「他人とのコミュニケーションがう

まくいかない」「自分をわかってもらえない」な

どと，悩む人は増える一方である． 

一方，マネジメントとは，「何かの目標達成

のため，最も効率よく手順を組むこと」である．

体験学習型の教育活動におけるコミュニケーシ

ョン・プログラムでは，このマネジメントが，

大変重要であることは言うまでもない．つまり

「表現し，伝え合う行為を最も効率よく手順を

組むこと」がコミュニケーション・マネジメン

トであると言える． 

子どもにとってうまくコミュニケーション

を取れない弊害は大きい．現代では，これらの

コミュニケーション全般をうまくコントロール

し，管理していくスキルが必要とされている． 

つまり，「コミュニケーション・マネジメント」

とは「表現し，伝え合う様々な手法をうまくコ

ントロールし，学習効果を高めるよう管理して

いくこと」と言える．このコミュニケーション・

マネジメントには２つのポイントがある．まず．

コミュニケーションがインタラクティブかとい

う視点と，何を行っているかでなく，どのよう

に行われているかが重要であるということであ

る．一方通行のコミュニケーション，という言

葉はあまりないように，コミュニケーションは

前提として“インタラクション＝相互作用”が

あるのではないか．一方通行で終わらず，互い

に伝え合うことができた時に初めて「コミュニ

ケーションが成立する」のではないかと考える．

コミュニケーションはそもそもインタラクショ

ンが内包されているにもかかわらず，最近それ

を喪失してきているように思える．  

また，コミュニケーションが多様化すればす

るほど，その手法や技法のみにとらわれてしま

い，肝心の言わんとすることがどれだけ伝わっ

ているのかといった基本が見失われがちにな

っている．  

 この「動く紙おもちゃづくり」親子教室は，

講師の指示に従って紙おもちゃを親子によっ

て共同で作る教室である．親子が一緒の紙おも

ちゃを作るときに，講師の手さばきを見るだけ

ではなかなか作ることができない．そこで，親

子がコミュニケーションをとって一緒に作り

上げるという場面を故意に設定した．つまり，

コミュニケーション・マネジメントの実践プロ

グラムとして位置づけた． 

図１ 感動体験 

今回の午前のアンケートでも親子で共に行

う活動についても，「5.子どもと一緒に喜びを表

したか」については，岐阜メイン会場では 95％，

岐阜サブ会場では 83％，沖縄会場では 100％と

いう結果となった．また，子どもとのコミュニ

ケーションについては， 60%の親が，紙おもち

ゃの作り方について子どもから尋ねてきたと回

答している． 

このアンケート結果より，親子のコミュニケ

ーション・マネジメントとしての講座を構築で

きたと捉えることができる．つまり，親子で同

じ作業を実施するというこのような親子教室を

設定することにが，親子のコミュニケーショ

ン・マネジメント・プログラムとして適してい

ることが分かる． 

5．紙おもちゃが動いたとき，子どもと一緒に喜びを

    表しましたか。
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４．アンケートの実施 

今回，“｢動く紙おもちゃづくり｣を学ぶ”講

座において，岐阜会場と遠隔で参加した沖縄会

場の参加者を対象に図２のようなアンケートを

実施した．今回の教室には，保育所や幼稚園，

小学校の教員，教師を目指す高校生などが参加

した．アンケート回答者数は，岐阜会場は 28

名，沖縄会場は 24 名で，教室が終了した時点

で実施した． 

このアンケートでは，このような教室が，直

接講師と一緒に行う場合と，遠隔地において双

方向遠隔授業として行う場合との教育的効果に

どのような差異があるかについて調査すること

を目的にした． 

 

（1）会場による理解度の違い 

全体的に，分かりやすいという回答が多かっ

た．その中で 1．「コマ」と 6．「インコ」にお

いては，岐阜会場と沖縄会場との違いが見られ

た（図３）．残りの 4 つについては，ほぼ差は

見られなかった．これは遠隔システムによって，

沖縄会場においても，目の前に講師がいる岐阜

会場と同質の講座を配信することができたから

であると考えられる．6．「インコ」に関しては，

講師がいる岐阜会場のほうが“わかりやすい”

と感じた人が多かった．これは，遠隔では伝わ

りきらない細かな部分についての理解は，目の

前に講師がいることによって補われていたこと

が考えられる． 

一方，1．「コマ」は，折り方の中に細かい部

分があり，午前の親子の教室においても「わか

らなかった」という回答率が高い紙おもちゃで

あった．特に，遠隔となった岐阜サブ会場と沖

縄会場において「わからなかった」という回答

率が高かった．しかし，午後の結果を見ると，

岐阜会場のほうが“わかりづらい”と感じた人

が多いという結果になった． 

 

 

（2）幼児・児童教育における「ものづくり」 

幼児や児童にとって，「ものづくり」は様々

なことを学ぶことができる場となる．紙を折っ

たり切ったりする中で，手先の細かな動かし方，

はさみなどの道具の使い方，どのように折れば

（切れば）次の形になるのか，ということを考

える想像力，自分なりに工夫していろいろな作

品を創り出す創造力など，子どもの能力を向上

させる要素が「ものづくり」にはある． 

そこでアンケートにおいて，紙おもちゃづく

りのように「ものづくり」が幼児や児童の教育

に必要であるか尋ねた．結果はほぼ全員が必要

であると答えた（図４）．また，今回の紙おもち

ゃが教材として効果的かどうか尋ねたところ，

図２ アンケート項目 

Ⅰ．（１）～（６）の作り方の説明ついて，あてはまる番号に○をつけてください。 

分かりやすかった                分かりづらかった 

１．「コマ」          １  －  ２  －  ３  －  ４ 

２．「カラカラ」        １  －  ２  －  ３  －  ４ 

３．くるくる紙トンボ      １  －  ２  －  ３  －  ４ 

４．ネコ            １  －  ２  －  ３  －  ４ 

５．おばけ           １  －  ２  －  ３  －  ４ 

６．インコ           １  －  ２  －  ３  －  ４ 

 

Ⅱ．以下の質問について，あてはまる番号に○をつけてください。 

１．このおもちゃづくりのように，幼児・児童教育における「ものをづくり」活動についてどう思いま

すか。 

   ①必要である ②やや必要である ③あまり必要でない ④必要でない 

 

２．「紙おもちゃ」は，学習教材として効果的だと思いますか。 

   ①効果的 ②やや効果的 ③あまり効果的でない ④効果的でない 

 

ご意見（どのように活用できると思われますか。） 

例：幼稚園での「表現」の中の「いろいろな素材に親しみ，工夫して遊ぶ」において活用できる。 

 

 

 

 

３．またこのような機会があれば参加したいと思いますか。 

   ①是非参加したい ②参加したい ③あまり参加したくない ④参加しない 

 

４．「紙おもちゃづくりを学ぶ」に参加されて，この講座に対してどのようなイメージを持たれました

か。（答え方の例：「取り組みやすい感じ＝1 を選べば最もそう感じ，5 は難しく感じる」というこ

とです。） 

（1）取り組みやすい感じ  １  ２  ３  ４  ５  難しい 

（2）楽しい感じ      １  ２  ３  ４  ５  つまらない 

（3）明るい感じ      １  ２  ３  ４  ５  暗い 

（4）活発な感じ      １  ２  ３  ４  ５  静か 

（5）変化に富む      １  ２  ３  ４  ５  ありきたり 

（6）考えが広がる     １  ２  ３  ４  ５  広がりはない 

（7）新鮮な感じ      １  ２  ３  ４  ５  古い感じ 

（8）奥が深い       １  ２  ３  ４  ５  浅い 

（9）飽きない       １  ２  ３  ４  ５  飽きる 

（10）共同活動向き     １  ２  ３  ４  ５  個人向き 

  （誰かと一緒にやるとよい）                       （一人で取り組む） 

図３ 作り方の理解度 
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9 割の人が効果的であると答えた（図５）． 
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図４ 「ものづくり」活動の必要性 
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図５ 紙おもちゃの教材としての活用 

 

この結果を裏付けるように，紙おもちゃの活

用に関する自由記述はすべて肯定的なものであ

った．その一部を記載する．  

（3）講座に対するイメージと参加意思 

最後に，講座についてのイメージ調査を行っ

た．「楽しい感じ」「新鮮な感じ」といった 10

項目について 5 件法で答えてもらった．その結

果を図６に示す． 

・小学校でも親子で活動するとよいと感じた． 

・保育所での「表現」の中で「いろいろな素材

に親しみ工夫して遊ぶ」，「人間関係」でも友

達と一緒に楽しむなど多方面に教育効果が

あると思う． 

・作る過程とできた達成感，また遊ぶ楽しさも

味わえることは子どもにとってよいことで

あると思う． 

・創造力を培うのに効果的． 

・特支の学習支援で，子どもの図工の中で遊べ

ると思う． 

・作る楽しさだけでなく，工夫する楽しさがあ

ること．身近な素材で親しみがある． 

・学習への導入として，意識させることなく「考

える力」を身につける手助けとなる． 

・小学校の総合的な学習の時間における福祉

領域において，また幼稚園・保育所の子と
図６ 講座に対するイメージ 
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遊ぼうや小学校のたてわり活動の中での遊

びに活用できる． 

・一つのものから様々なものが生まれる．感

動を生むし，表現活動の楽しさは素晴らし

さを感じることができる． 

・形になっていく過程ひとつひとつで喜びを感

じた．とても楽しく学ぶことができるという

ことが幼児教育である． 

・出来上がって喜び，触れ合って喜びすごく楽

しかった．工夫してみんなで遊びたい． 

・幼児期のはさみの使い方，身近な素材を使っ

て工夫して楽しむということで，とてもいい

と思う．子どもなりのアイディアをどんどん

だしたい． 

・はさみを多く使うことや，手先を使うことで，

手先と脳の発達に役立てることができる 

・子どもの感受性・表現が豊かになる． 

・素材も工夫して，子ども達が感性豊かに育っ

ていくためにも活用できる． 

・工夫して遊べる．コミュニケーションをとり

ながら遊べる． 

・身近な素材に関心を持ち作って楽しむことは，

子どもの感性を広げていけると思う． 



全体的に，沖縄会場のほうが肯定的なイメー

ジを持っていた．これは，次回への参加につい

て尋ねた質問に対する回答とも関連があるよう

に思われる（図７）．どちらの会場も参加したい

という回答であったが，沖縄会場は「是非参加

したい」と答えた人が 91％であり，岐阜会場の

54％と比べると，沖縄会場のほうが今回のよう

な教室への期待感が大きいと考えられる． 
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図７ 今後の教室への参加意思 

 

５．「動く紙おもちゃづくり」教室の教材化 

教員や学生の育成で，教材開発能力として大

切なことは，１つの物を見たとき，多様な教材

化ができる豊かな感性を養うことである． 

 この教える者の豊かな感性で，子ども達がも

つ豊かな感性の芽を育てる必要がある．水野氏

の「動く紙おもちゃづくり」の創作活動を通し

て，実際に現職の教員の方々は，１つの素材を

幾つもの教材化を進められる能力がある．  

 その結果，多くの教材について考えられ，教

員養成での教材開発での学生がもつべき基本的

な参考資料になると考えられる．とくに，学生

に教材開発の視点として，最も基本的な素材か

ら作成することを学習させることが必要である． 

 そこで「動く紙おもちゃづくり」の親子の共

同活動において，親と子どもの相互関係を調査

し，教材化への問題点を整理する必要がある．

このためには，共同作成のプロセスを観察し，

行動を記録・分析および親子の興味，関心など

の調査が必要である． 

 また，「動く紙おもちゃづくり」教室では，教

材の提示面からの調査を行なった．その方法は，

すでに報告している 6)．そこでの「動く紙おも

ちゃづくり」の映像化は，水野政雄氏の作り方

の説明・指導を多方向からの撮影し，どのよう

な作り方の提示方法が最適であるのか，資料の

開発研究を進めた．ここでの研究課題は，どの

方向からどのように撮影すればよいのか，実際

の親子の受けとめ方から問題点・方法を検討す

ることである．このように，水野氏の紙おもち

ゃ作りにおける今後の課題を整理し，教員養成

課程で教材化への適用を検討すべきである． 

教材作成の学習は，学習者に適した教材の開

発の実践的な教育が必要である．今回の「動く

紙おもちゃづくり」は，その学習者への適用に

ついての基礎として，２方向のデジタルハイビ

ジョンで撮影した．その目的は，制作者(指導者)

の動作を正確に送信するため，多方向からの記

録を行い，その映像の中から選択し教材化の学

習をすることである．このためには，映像の記

録とその各提示に対して調査し，各操作に対し

適している映像を評価できる資料の作成が必要

とされる． 

 

６．おわりに 

親子が共同して物を創り，完成の喜び，お互

いの関係を確かめる活動が少なくなっており，

これらの補助教材としての利用について，共同

作成のプロセスを観察し，行動を記録・分析お

よび親子の興味，関心などの基本の調査が必要

である．また，このような活動を教育として適

用するためには，活動についての親子の状況を

調査し，親子の共同学習として，どのような指

導方法，展開をさせるか検討する必要がある．

そこで，今回は，この｢動く紙おもちゃ作り｣の

教材化と意識の調査を行ったので報告した． 

幼児や児童にとって，「ものづくり」は様々

なことを学ぶことができる場となる． アンケー

トにおいても，紙おもちゃづくりのように「も

のづくり」が幼児や児童の教育にほぼ全員が必

要であると答えた．また，今回の紙おもちゃが

教材として効果的かどうかという設問にも，９

割の人が効果的であると答えた． 

 本資料は，これまでの水野氏による「動く紙

おもちゃづくり」親子教室での適用について，

検討し，次の具体的な展開の方向性を示した．

今後，「動く紙おもちゃづくり」の親子の共同活

動について，親と子どもの相互関係について調

査し，教材化へとつなげていくことが必要であ

る．このためには，今回記録した親子の共同作



業の映像から、親と子どもの行動や会話を分析

していく。 

 この試行研究にあたって，水野政雄氏による

実演指導，全体については，岐阜女子大学の後

藤教授に指導していただいた．また，初等教育

学専攻の教員並びに協力してくれた学生，文化

情報研究センターの職員の方々の大変なご協力

に対し，厚く感謝の意を表します． 
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